

第１期障がい児福祉計画　ＰＤＣＡサイクル管理用シート（大阪府用）
	[bookmark: _GoBack]基本指針の目標
	障がい児支援の提供体制の整備



	計画（Ｐ）→実施（Ｄ）
	目標値

実績値
	
· 【令和２年度末までの目標値】
· 　・児童発達支援センターの設置（市町村等数）：４３
　・保育所等訪問支援の実施（市町村等数）：４３
　・主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所の確保（市町村等
· 　　数）：４３
　・主に重症心身障がい児を支援する放課後等デイサービス事業所の確保
（市町村等数）：４３

· 【平成30年度末までの目標値】
· 　・医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する大阪府の協議の場：１
· 　・医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する保健所圏域ごとの協議
· 　　の場：１８
· 　・医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する市町村ごとの協議の
· 　　場：４３

【目標達成に向けた考え方等】
目標達成に向け、市町村における取組み手法等について確認・検証を行うとともに、必要な法制度や施策の創設・改正がなされるよう、国に要望及び提言を行います。また、事業所の新規参入に向けた研修事業を推進します。

【実績の推移】

	実績
	H30
	R1
	R2

	児童発達支援センターの設置市町村等数
	32
	
	

	保育所等訪問支援の実施市町村等数
	35
	
	

	主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援事業所の確保（市町村等数）
	18
	
	

	主に重症心身障がい児を支援する放課後等デイサービス事業所の確保（市町村等数）
	20
	
	

	医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する大阪府の協議の場
	1
	
	

	医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する保健所圏域ごとの協議の場
	13
	
	

	· 医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する市町村ごとの協議の場
	24
	
	




	H３０年度

	評価（Ｃ）
	改善（Ａ）

	
	【目標等を踏まえた評価】
・概ね見込み量どおりの支援ができている。

・平成30年度に八尾市が、令和元年度に寝屋川市が中核市に移行し、政令中核市7市になったため、府保健所の管轄を再編し、府保健所が１０か所となった。医療依存度の高い重症心身障がい児者に関する保健所圏域ごとの協議の場については、10か所ある府保健所の圏域全てにおいて設置されている。



	【R元年度における取組等】
・引き続き、障がい児の特性に合った制度改善や現状に即した報酬上の改善などについて、国に要望を行うことで、事業所数増加の推進に取り組む。

・主に重症心身障がい児を支援する事業所及び新たに重症心身障がい児を対象とした支援の展開を検討している事業所に向けた研修事業を実施することで、支援の質の向上並びに事業所の新規参入の推進に取り組む。

・「医療依存度の高い重症心身障がい児者等に関する市町村ごとの協議の場」について、R元年度（8月時点）は10市町が新たに設置。

・医療依存度の高い重症心身障がい児者に関する保健所圏域ごとの協議の場について、令和2年度に吹田市が中核市に移行するため、これまで実施してきた協議の場が府から市へ引き継がれるよう、府は市に働きかけていく。

	主な
活動
指標
	
○主な活動指標の一覧
	
	H３０
	R１
	R２

	児童発達支援
	見込
	8,248人／月
	9,196人／月
	10,084人／月

	
	実績
	8,800人／月
	
	

	医療型
児童発達支援
	見込
	563人／月
	511人／月
	516人／月

	
	実績
	469人／月
	
	

	放課後等
デイサービス
	見込
	19,020人／月
	21,511人／月
	24,204人／月

	
	実績
	20,955人／月
	
	

	保育所等訪問支援
	見込
	632回／月
	773回／月
	948回／月

	
	実績
	564回／月
	
	

	居宅訪問型
児童発達支援
	見込
	551回／月
	621回／月
	704回／月

	
	実績
	49回／月
	
	

	障がい児相談支援
	見込
	4,473人／月
	5,094人／月
	5,746人／月

	
	実績
	4,581人／月
	
	

	福祉型障がい児
入所施設入所施設
	見込
	510人
	516人
	522人

	
	実績
	495人
	
	

	医療型障がい児
入所移設
	見込
	273人
	273人
	273人

	
	実績
	247人
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